
186- 人工呼吸:18巻 2号
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【はじめに]近急 医療機器の進歩に加え、

在宅室療の保Fあ臨芯化、)-17イγー泊ンの考えの普

及により、在宅人工換気療法を実施する患児が

増加している。当センターにおいても、 13年前より

在宅人工換気fm法導入し、現在 12名に対し在

宅人工換気療法を掲庖してし唱。気管切開を施

行した患児には、従来の非定常流式 VCV方式

の人工呼吸器を主に使用してきたが、ヘ"J'-33 
やLP-6は定常流が流れていないため、呼気弁

にPEEP弁を取り付けても、気管カニューレからの

リークにより PEEPカヰ底下し常に不安定な状況と

なる。そして、気道内圧の変化で行われる吸気

トリrーが感知できず、 SIMV機構はほとんど働

かな1，¥状況である。よって、在宅人工換気療法

の状況は、人工H刊及器が患者に合わせるのでは

なく、患児が人工附腿5に合わせて換気を行う

と言う不自然な状況である。

今回我々 は、 7ロートリrーによる呼吸補助か可能

なハ。!日ネティック・システムf社製LTV950による小児在

宅人工換気療法を行ったので報告する。

【LTV-950の特徴】LTV-950の特徴は、テ，')70

トッr・ヘツチレート“LTV"のネーミングの通り持ち運

びを考慮した設計で重量が5.9Kgと小型・軽量

化されている。そして、定?街庇が流れること、

VCV←ドおよびPCV:C-ドが可能なこと、換気
量がモニタリングでき、 7ロートリrーによる SIMV、PSV
が可能な人工附腿5である。更にうイfタイムや7日ー

トミネサョン、タイムターミネーションの可変もでき、在宅のみ

ならず ICUでも使用可能ないっしを有している

人工時吸器である。
【症例】症例は9歳4ヶ月、ミ加。ト・脳出ltf姉・

気管欧化症 ・てんかんの男児で、 5歳8ヶ月に

心停止、 l呼吸困難を主訴として当センターに紹介・

入院となり、 G歳 1ヶ月に在宅酸素棟法にて退

院となった。7歳5ヶ月に肺炎にて入院となり、

7歳 10ヶ月に気管切開を施行し、在宅酸素療法

で退院となった。 8歳3ヶ月に肺炎にて入院と

なり、 8議7ヶ月にLTV950による在宅人工換
気療法にて退院となった。

Lれ1950の設定条件は、恵、児が浅くて速い自

発呼吸を有し、安定時においても 50回近い呼

吸数を有することがあるため、この点を考慮し

設定し、 VCV方式 SIMVトドとし、 1回換気

量:13臼nl、呼吸回数:15回/分、吸気持間:

0.6秒、 PEEP: 5 cm H20、トリ1]"-感度:2LPM、
PSV : 2 cm 1-120とした。この時の血液力"'kr"ータ
lま、 PH:7.416、PaC02: 61.1 mmI-Ig、Pa02:
l10mmHg、BE: 4.0-Sa02 : 97.6%であった。

Lれ'950の効果は、定常流が流れることと
PEEP弁一体型の呼気弁により、気道からのリー

クが多い小児領域においても安定した PEEPを

かけることが可能であった。また、感度の良い

7ロートリYーにより浅く、速い自発呼吸においても

SIMV、PSVが則子に作動し、 7アイテインク、、等の呼

吸苦は見られなかった。よって、患児のル刊及に

合った換気により、スムーズな在宅人工換気療

法への移行が可能であった。

【縞百】小児の節J疾曹、に対し、 LTV950による

在宅人工換気療法を実施した。定~'ß'流を有する
ことで気管カニューレからのリークに対しても安定した

PEEPが得られた。また浅く、速い自発呼n及に対

して7日ートリ1]"-は良好に作用し、 SIMV. PSVの動

作は良好であった。




